
三島 啓太さん（飯南高校魅力化コーディネーター）

念願の舞台で想いを叶えた生徒（神楽甲子園）

地域の人との偶然の出会いで生まれた「パプリカジャム」

人と関わり、文化に触れる（はやしこは公欠扱い）

飯南町を駆け巡った後はみんなで「乾杯」
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地
域
の
人
と
の
関
わ
り
が

新
た
な
価
値
を

　

生
徒
の
率
直
な
言
葉
を
間
近
で

聞
い
て
い
た
の
は
、飯
南
高
校
に
魅

力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
勤

務
す
る
三
島
啓
太
さ
ん
。三
島
さ
ん

に
こ
れ
か
ら
の
魅
力
化
に
つ
い
て
聞

き
ま
し
た
。

　

飯
南
高
校
で
は
、地
域
の
人
の
力

を
お
借
り
し
な
が
ら
、さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
て
、そ
の一つ
と

し
て
県
内
に
親
戚
等
の
い
な
い
県
外

生
を
対
象
と
し
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
制
度
が
あ
り
ま
す
。ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
制
度
で
は
、生
徒
が
地
域
の

人
の
協
力
で
、普
段
の
生
活
か
ら「
は

や
し
こ
」等
の
地
域
行
事
へ
の
参
加

ま
で
、飯
南
町
な
ら
で
は
の
魅
力
に

触
れ
る
機
会
に
な
って
い
ま
す
。

　
で
も
町
外
の
生
徒
に
は
、飯
南
町

と
い
う
学
び
の
場
が
魅
力
に
な
って
い

ま
す
が
、魅
力
や
刺
激
が
少
な
い
と

感
じ
て
い
る
町
内
の
生
徒
が
、ま
だ

ま
だ
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。町
内

の
子
た
ち
に
と
っ
て「
近
い
か
ら
」で

は
な
く
、「
飯
南
高
校
だ
か
ら
」と
選

ば
れ
る
よ
う
に
、よ
り一層
魅
力
に
磨

き
を
か
け
る
時
期
に
き
て
い
ま
す
。

　
そ
の
鍵
は
、地
域
の
人
と
関
わ
れ

る
機
会
を
さ
ら
に
増
や
す
こ
と
に
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
も
町

内
企
業
と
飯
南
高
校
が
コ
ラ
ボ
し
て

「
パ
プ
リ
カ
ジ
ャ
ム
」を
開
発
・
販
売

し
た
り
、神
楽
好
き
の
生
徒
で
結
成

さ
れ
た
神
楽
愛
好
会
が
、こ
の
夏

「
第
9
回
高
校
生
の
神
楽
甲
子
園
」

に
出
場
し
た
り
し
て
い
ま
す
。生
徒

の「
や
り
た
い
」と
い
う
想
い
が
、地

域
の
人
の
共
感
を
得
て
勢
い
を
増

し
、新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
生
徒一人一人
が
小
さ

な
成
功
体
験
を
得
ら
れ
る
環
境
は
生

徒
と
学
校
に
と
っ
て
の
魅
力
だ
と
思

い
ま
す
し
、こ
の
機
会
を
も
っ
と
増
や

し
て
い
く
こ
と
で
飯
南
高
校
の
魅
力

に
、よ
り一層
磨
き
が
か
か
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

地
域
で
育
む
学
校
に

　

生
徒
が
地
域
の
人
と
協
働
し
、新

た
な
価
値
を
生
み
出
す
。こ
れ
は
地

域
の
人
の
力
が
無
け
れ
ば
、実
現
し

な
か
っ
た
は
ず
で
す
。地
域
の
人
の
力

＝（
す
な
わ
ち
）生
徒
や
教
員
に
は
無
い

価
値
観
や
多
角
的
な
視
点
は
、生
徒

に
幅
広
い
選
択
肢
を
与
え
て
く
れ
る

か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。

　
高
校
の
魅
力
化
は
学
校
だ
け
で
は

叶
い
ま
せ
ん
。地
域
の
人
の
力
を
学

校
の
魅
力
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
で
、飯

南
高
校
が
、そ
し
て
飯
南
町
が
魅
力

溢
れ
る
場
所
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

飯
南
高
校
の
魅
力
化
に
向
け
た

挑
戦
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
。

け
い   

た

地域の魅力を高校の魅力へ

　「人数が少ないなぁ。でもそこが良い」と思いました。
都会の学校では、輝けない人はずっと輝けないけど、こ
こは人数が少ない分みんなに出番があって、みんなが
輝けます。そして、それを助けてくれる先生がいます。
　生命地域学や飯南町での生活は、自分の中の好奇心
をくすぐってくれます。新しい出来事に出会うと知りたく
なる、日々その繰り返しです。一歩踏み出すことは勇気
がいることだけど、行動すれば次やることは向こうから
顔を出してくれます。もともと新しいことに興味を持つ
性格ですが、ここに来てさらに、新しいことに挑戦して
みようと思うようになりました。
　あと、学校の中でも外でもあいさつができるようにな
りました。東京では、学校の生徒数が多すぎて先輩後輩
も分からないし、他人にあいさつするなんてありえませ
んでした。顔が分かるって僕からするとなんか好きです。
　この学校に来て本当に良かったし、「最後は自分で決
めろ」と言ってくれた親に感謝しています。残り高校生
活で仲間との「熱い絆」を創っていきたいと思います。

この地で育まれる力

佐藤利哉さん
飯南高校２年生
（東京都出身）

　「人数が多くなったなぁ。いろんな人がいるなぁ」と思
いました。高校に入って初めてクラス替えを経験したし、
利哉くんもそうですけど、面白い人たちにたくさん出会
えたことが新鮮でした。
　正直はじめは他の高校を考えていたけど、先生の温
かさでこの学校に決めました。とにかく先輩後輩が学年
を超えて仲がいいですし、生徒と先生の距離も近いで
す。だからこそ一人ではできないことも、いろんな人と
協力すればできてしまいます。そんな環境が飯南高校に
はあるんだと思います。部活動や生徒会活動がいい例
かも。団体での活動は人と喋ることばかり。飯南高校に
来て、前よりしゃべれるようになったし、自分を出せるよ
うになりました。そして人と協力して何かをやり遂げた
ときの達成感は何とも言えないです。
　でも来てよかったと思う一方で、たまに物足りなさを
感じることもあります。昔から飯南町で育ってきたから
川や星がきれいなんて当たり前でしたし。気にしてない
分、いろんなことを見逃しているんだと思います。だか
らこそ生命地域学で地域のいろんなものに触れる機会
は大切だと思っています。

多様な個性の中で育まれる力

岡　夢乃さん
飯南高校２年生
（飯南町出身）

かず    や
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